
玫 

瑰 

誌　

―
 

西
洋
文
化
の
表
象
と
し
て
の  ―

　

バ
ラ
科Rosaceae
バ
ラ
属Rosa

に
属
す
る
植
物
の
和
名
の
多
く
は

「
○
○
バ
ラ
」「
○
○
イ
バ
ラ
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
マ
ナ
ス

（
学
名Rosa rugosa

、
漢
名
「
玫ま
い

瑰か
い

」）
と
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ン
（
学
名

Rose chinensis

、
漢
名
「
月
季
花
」
ま
た
「
長
春
」
と
も
）
は
そ
の
例

外
で
あ
る
（
松
村
任
三
著
『
改
正
増
補
植
物
名
彙
』、
本
田
正
次
著
『
日

本
植
物
名
彙
』、『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』
に
よ
る
）。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の

種
が
そ
の
名
で
近
代
植
物
学
の
受
容
以
前
に
日
本
で
定
着
し
て
い
た
こ
と

に
因
る
よ
う
で
あ
る
。
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ン
（
長
春
）
と
い
う
名
が
日
本
の
文

献
の
中
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
、
ど
の
よ
う
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
の
か
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
そ
う
び
」（
薔
薇
）
と
い
う
名
と
と
も
に
、

断
片
的
で
は
あ
れ
、
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ハ
マ
ナ
ス
の
漢

語
表
記
「
玫
瑰
」
が
幕
末
か
ら
明
治
維
新
前
後
に
お
い
て
西
洋
文
化
の
表

象
的
意
味
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

1　

バ
ラ
・
薔
薇
・Rose

　

「
玫は
ま
な
す瑰
」
を
始
め
と
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
名
前
の
バ

ラ
は
、
総
称
と
し
て
の
バ
ラ
（
薔
薇
・Rose

）
属
に
属
す
る
種
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
バ
ラ
」「
薔
薇
」「Rose

」
と
い
う
語
に
つ
い
て
簡
単
に
押
さ

え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

和
語
バ
ラ
（
古
く
は
ウ
バ
ラ
・
イ
バ
ラ
な
ど
の
語
形
で
あ
っ
た
）
は
刺と
げ

の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
刺
の
あ
る
潅
木
（
小
低
木
）
の
総
称
と
し
て
も
用

い
ら
れ
た（
注
①
）。
現
在
で
は
野
生
種
、
園
芸
種
を
問
わ
ず
、
バ
ラ
科
バ
ラ

属
に
属
す
る
植
物
の
総
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
○
○
バ
ラ
」「
○
○
イ
バ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
次
の
よ
う
に
分
類
で

き
る
。バ

ラ
科
（
野
生
種
）�

ノ
イ
バ
ラ
・
ヤ
ブ
イ
バ
ラ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ

ラ
・
タ
カ
ネ
バ
ラ
・
カ
ラ
フ
ト
バ
ラ
…

一
五

�

吉
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政
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（
園
芸
種
）	�

モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
・
コ
ウ
シ
ン
バ
ラ
・
イ
ザ
ヨ
ヒ

バ
ラ
・
サ
ク
ラ
バ
ラ
・
ナ
ニ
ワ
イ
バ
ラ
…

非
バ
ラ
科				





サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
・
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
…

　

漢
語
「
薔
薇
」
は
も
と
「
牆
蘼
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
李
時
珍
の
『
本

草
綱
目
』（
明
・
萬
暦
三
十
一
年1603

刊
）
第
十
八
巻
上
・
蔓
草
類
の

「
営
実
牆
蘼
」
の
項
に
「 
釈
名 

薔
薇
…
刺
花
〈
綱
目 

時
珍
曰 

此
草
蔓

柔
靡
、
依
レ
牆
援
而
生
。
故
名
二
牆
蘼
一。
其
茎
多
二
棘
刺
一
勒
レ
入
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
薔
薇
」
は
柔
ら
か
な
茎
を
延
し
、
牆
に
凭
り
す
が
っ

て
成
長
し
、
茎
に
あ
る
多
く
の
刺
に
よ
っ
て
牆
に
中
に
入
る
の
を
制
す
る

の
で
「
牆
蘼
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
字
体
を
変
え
「
薔

薇
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
薔
薇
」
は
和
語
バ
ラ
と
同
様
に

バ
ラ
科
の
総
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
牧
野
富
太
郎
「
薔

薇
と
は
元
来
何
で
あ
る
の
か
」（『
植
物
一
家
言
』
所
収
）
に
言
う
。

す
な
わ
ち
こ
れ
（
薔
薇
の
こ
と
。
引
用
者
注
）
は
ノ
イ
バ
ラ
、
一
名

ノ
バ
ラ
の
こ
と
で
、
そ
の
学
名
はRosa m

ultiflora T
hunberg

と
言
わ
れ
る
。『
秘
伝
花
鏡
』
と
題
す
る
、
中
国
の
書
物
に
、
特
に

こ
れ
を
野
薔
薇
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
畢
竟
、
野
薔
薇
、
す
な

わ
ち
薔
薇
で
あ
る
。
そ
し
て
同
書
で
見
る
と
、
薔
薇
を
、
種
々
の
品

種
の
総
名
に
成
し
て
用
い
て
あ
れ
ど
も
、
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、

本
来
は
、
ノ
イ
バ
ラ
専
用
の
名
称
た
る
に
他
な
ら
ざ
り
し
も
の
で

あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
こ
の
薔
薇
の
字
を
、
広
範
な
意
味
に
用
い
、

す
な
わ
ちRose

（Rosa

）
の
も
の
な
れ
ば
、
何
品
に
限
ら
ず
、　

何
で
も
薔
薇
と
言
っ
て
い
る
。

　

同
様
の
説
明
は
既
に
貝
原
益
軒
『
花
譜
』（
元
禄
七
年1694

刊
）
に
も

見
え
、
白
井
光
太
郎
『
植
物
渡
来
考
』（
昭
和
四
年1929

有
明
書
房
刊
）

な
ど
に
も
見
ら
れ
る（
注
②
）。

　

Rose

（
ラ
テ
ン
語Rosa

）
の
語
源
は
不
明
で
あ
が（
注
③
）、
平
賀
源
内

は
『
物
類
品
隲
』（
宝
暦
十
三
年1764

刊
）
で
「
紅
毛
人
都す
べ

テ
刺バ

絲ラ

ア
ル

モ
ノ
ヲ
ロ
ー
ズ
ト
云
」
と
言
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
当
時
、
ロ
ー
ズ
は

刺
の
あ
る
植
物
を
意
味
し
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
はRose

バ
ラ
科
の

植
物
の
総
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

2　

『
花
壇
地
錦
抄
』
の
荊い
ば
ら棘

　

さ
て
、
バ
ラ
科
の
植
物
は
日
本
自
生
種
は
少
な
い
も
の
の（
注
④
）、
現
在

で
は
そ
の
改
良
種
が
作
ら
れ
た
り
、
ま
た
多
く
の
渡
来
種
も
渡
来
し
、
さ

ら
に
そ
の
改
良
種
も
作
ら
れ
て
、
現
在
で
は
多
く
の
観
賞
用
の
園
芸
種
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
江
戸
初
期
江
戸
染
井
の
花
戸
（
植
木
屋
）
三
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之
丞
の
著
『
花
壇
地
錦
抄
』（
元
禄
八
年1695

刊
）
に
は
次
の
よ
う
な
十

三
種
の
「
荊い
ば
ら棘
」
類
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
渡

来
種
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

は
ま
な
す			




春
末　

花
こ
い
む
ら
さ
き
、
ひ
と
へ
、
大
り
ん
。

ら
う
ざ				�






花
さ
く
ら
い
ろ
に
見
ゆ
。
八
重
・
ひ
と
へ
・
大
り

ん
。
ろ
う
ざ
・
は
ま
な
す
は
薬
種
に
用
。

長ち
や
う
し
ゆ
ん春				�






こ
い
む
ら
さ
き
、
中
り
ん
、
八
重
、
亦
赤
き
や
う

に
見
ゆ
。
四
季
と
も
に
花
さ
く
。

白し
ろ
ち
や
う
し
ゆ
ん

長
春			




八
重
、
白
、
四
季
ニ
咲
。
桜
色
に
見
ゆ
る
。

猩
々
長
春			




く
れ
な
い
、
ひ
と
へ
、
四
季
ニ
花
さ
く
。

は
と
荊ば
ら				





夏
始　

八
重
、
一
と
へ
あ
り
。
白
、
中
り
ん
。

牡ぼ
た
ん丹
荊				





夏
中　

紫
、
八
重
、
大
り
ん
。

ち
や
う
せ
ん
荊	

春
末　

白
、
大
り
ん
、
花
形
つ
ば
き
の
ご
と
し
。

ご
や
荊				





夏
初　

八
重
、
中
り
ん
、
う
す
赤
。

山さ
ん

桝せ
う

荊				�





う
す
紫
、
八
重
、
中
り
ん
、
葉
さ
ん
せ
う
の
ご
と

し
。

箱
根
荊				




夏
初　

白
大
り
ん
、
ひ
と
へ
。

唐と
う

荊ば
ら					�






春
中　

白
、
八
重
、
大
り
ん
。
な
る
ほ
ど
せ
ん
や

う
な
り
。
花
形
ふ
さ
の
ご
と
し
。
青
き
ほ
ど
白
し
。

荊さ
る
と
り
ば
ら茨				





夏
初　

花
形
藤
の
ご
と
く
、
色
う
こ
ん
。
上
々

　

「
ハ
マ
ナ
ス
」「
ら
う
ざ
」
に
つ
い
て
は
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
も

の
で
あ
り
、
後
に
詳
述
す
る
。「
長
春
」
は
中
国
原
産
で
あ
り
、
王
象
晋

の
『
二
如
亭
群
芳
譜
』（
天
啓
元
年1621

成
）
に
「
月
季
花　

一
名
長
春

花
」（
花
部
巻
之
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
月
季
」
と
も
呼
ば
れ
る
（
現
在

の
中
国
で
は
「
月
季
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。
藤
原
定
家
の
『
明
月

記
』
建
暦
三
年
（
健
保
元
年1213

）
十
二
月
十
六
日
条
に
「
籬
下
長
春

花
猶
有
二
紅
蕊
一
云
々
」
と
見
え
、
既
に
こ
の
頃
に
は
栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
も
見
え
る
が
、『
立
華
指
南
』（
作
者
不
明
、
貞
享
五
年1688

刊
）
に
「
長
春
…
荊
薔
薇
の
内
よ
り
出
て
長
春
は
一
種
別
に
有
。
本
草
に

長
春
は
金
盞
花
の
異
名
也
と
有
」
と
あ
る
よ
う
に
「
長
春
」
は
金
盞
花
の

異
名
で
も
あ
り
、『
明
月
記
』
の
「
長
春
」
が
バ
ラ
科
の
植
物
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、『
立
華
指
南
』
は
続
け
て
「
古
今

誤
り
来
り
つ
れ
ば
其
ま
ゝ
し
や
う
び
の
事
と
心
得
た
る
、
然
る
べ
し
」
と

あ
り
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
「
長
春
」
と
言
え
ば
バ
ラ
の
月
季
の

こ
と
を
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
立
華
指
南
』
に
言
う
よ
う
に
、

我
が
国
で
次
の
よ
う
に
古
い
文
献
に
見
え
る
「
さ
う
び
」（
薔
薇
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
の
長
春
（
す
な
わ
ち
月
季
）
の
よ
う
で
あ
る
。

我
は
け
さ
初う
ひ

に
ぞ
み
つ
る
花
の
い
ろ
を
あ
だ
な
る
物
と
い
ふ
べ
か
り

一
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け
り　
　

貫
之�

（
古
今
集
巻
10
・
四
三
六　

物
名
「
薔さ
う

薇び

」）

さ
う
び
は
、
ち
か
く
て
、
枝
の
さ
ま
な
ど
は
む
つ
か
し
け
れ
ど
お
か

し
。
雨
な
ど
は
れ
行
た
る
水
の
つ
ら
、
く
ろ
ぎ
の
は
し
な
ど
つ
ら
に

み
だ
れ
さ
き
た
る
夕
ば
へ
。�

（
枕
草
子
）

階は
し

の
下も
と

の
薔さ
う

薇び

、
け
し
き
ば
か
り
咲
き
て
、
春
秋
の
花
さ
か
り
よ
り

も
し
め
や
か
に
お
か
し
き
ほ
ど
な
る
に
、�

（
源
氏
物
語
・
賢
木
）

む
か
し
お
ぼ
ゆ
る
花
た
ち
ば
な
、
な
で
し
こ
、
さ
う
び
、
く
た
に
な

ど
や
う
の
花
く
さ
ぐ
さ
に
う
へ
て
、
春
秋
の
木
草
そ
の
中
に
う
ち
ま

ぜ
た
り
。�

（
源
氏
物
語
・
少
女
）

階は
し

の
下も
と

の
薔さ
う

薇び

も
夏
を
待
ち
顔
に
な
ど
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
め
で
た

き
に
、�

（
栄
花
物
語
・
つ
ぼ
み
花
）

　

「
長
春
」
の
名
は
花
期
の
長
い
こ
と
か
ら
い
う
。『
二
如
亭
群
芳
譜
』

な
ど
に
も
そ
の
旨
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
貝
原
益
軒
の
『
花
譜
』
に
も

「
月
季
花　

毎
月
花
ひ
ら
く
故
、
和
俗
に
長
春
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

　

「
白
長
春
」「
猩
々
長
春
」
は
「
長
春
」
の
一
種
あ
る
い
は
改
良
種
で

あ
ろ
う
。「
ち
や
う
せ
ん
荊
」
も
同
様
か
と
思
わ
れ
る
が
、
小
野
蘭
山
の

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
和
三
年1803

成
）
に
は
、

	

○�

月
季
花　
長
春 

通
名　

チ
ャ
ウ
セ
ン
〈
長
春
ノ
音
ヲ
訛
ナ
リ
〉
四
季

サ
キ
ノ
イ
バ
ラ
、
カ
ウ
シ
ン
バ
ナ
京
…
［
一
名
］
長
春
花
〈
群
芳

譜
〉
月
貴
花
〈
広
州
新
話
〉
月
記
〈
同
上
〉
人
家
多
ク
栽
。
薔
薇
ハ

藤
本
、
コ
レ
ハ
木
本
ナ
リ
。
…
ソ
ノ
花
四
時
ニ
ヒ
ラ
ク
。
故
ニ
庚
申

バ
ナ
ト
云
。�

（
巻
十
四
上
・
草
四
・
蔓
草
）

と
あ
り
、「
長
春
」
の
訛
名
と
す
る
。

　

「
は
と
荊ば
ら

」
は
未
詳
。
以
下
の
も
の
も
未
詳
あ
る
い
は
何
に
同
定
す
る

か
諸
説
あ
る
が
、「
牡ぼ
た
ん丹
荊
」
は
白
井
光
太
郎
は
「
此
種
伝
来
を
詳
に
せ

ず
と
雖
も
、
現
今
培
養
す
る
西
洋
薔
薇
に
類
似
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
徳
川

時
代
の
初
頃
外
船
に
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
か
」
と
さ
れ
る

（「
園
芸
植
物
の
来
歴
」『
本
草
学
論
攷
』
昭
和
九
年1934

刊
所
収
）。「
ご

や
荊
」
は
一
名
「
菩
薩
茨
」、
漢
名
は
「
七
姉
妹
」
ま
た
「
十
姉
妹
」
で
、

中
国
原
産
の
園
芸
種
と
さ
れ
る
（
北
村
四
郎
監
修
『
本
草
図
譜
総
合
解

説
』
同
朋
社
出
版
）。「
山さ
ん

桝せ
う

荊
」
は
「
本
州
静
岡
・
神
奈
川
・
山
梨
の
諸

県
・
箱
根
と
富
士
を
中
心
と
し
て
山
地
に
は
え
る
」（『
原
色
牧
野
植
物
大

図
鑑
』）
と
あ
り
、「
箱
根
荊
」
も
そ
の
名
か
ら
日
本
自
生
種
の
よ
う
で
あ

る
。「
唐と
う

荊ば
ら

」
は
そ
の
名
か
ら
渡
来
種
と
思
わ
れ
る
。「
は
と
荊ば
ら

」
は
未
詳
。

「
荊
さ
る
と
り
ば
ら
茨
」
も
日
本
に
自
生
す
る
が
、
バ
ラ
科
の
植
物
で
は
な
い
。

一
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3　

「
ら
う
ざ
」
の
同
定

　

と
こ
ろ
で
、「
さ
う
び
」
は
漢
語
「
薔
薇
」
の
音
読
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
白
井
光
太
郎
が
「
サ
ウ
ビ
は
薔
薇
の
漢
名
を
字
音
の

儘ま
ま

に
呼
び
に
し
も
の
に
て
、
当
時
此
等
の
培
養
的
変
種
を
漢
土
よ
り
輸
入

し
た
る
も
、
適
当
の
和
名
を
得
ざ
る
も
の
か
ら
斯
く
呼
び
な
せ
る
も
の
な

る
べ
し
」（「
園
芸
植
物
の
来
歴
」）
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
と
り
あ
え
ず
原
語
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
ら

う
ざ
」Rosa

も
ま
た
同
様
に
、
西
洋
か
ら
新
し
く
入
っ
て
き
た
も
の
を

同
定
で
き
る
和
種
あ
る
い
は
漢
種
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
と

り
あ
え
ず
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
熊
秀
英
（
森
島
中
良
）
著
『
類
聚
紅

毛
語
訳
』（
改
題
『
蛮
語
箋
』。
寛
政
十
年1798

刊
）
に
「
薔
薇　

ロ
ー

ザ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
ら
う
ざ
」
を
総
称
と
し
て
の
「
薔
薇
」
の
一

種
と
捉
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
ろ
う
ざ
」
の
名
は
西
川

正
休
（
如
見
）
の
『
長
崎
夜
話
草
』（
万
治
二
年1659

刊
？
）
の
「
付

録
」
と
し
て
載
せ
る
「
長
崎
土
産
物
」
の
中
に
「
南
蛮
紅
毛
よ
り
伝
へ
た

る
草
木
多
し
」
と
あ
り
、
そ
の
中
に
「
ら
う
ざ
花
」
と
見
え
る
の
が
初
出

の
よ
う
で
あ
る
。『
花
壇
地
錦
抄
』
以
降
で
は
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本

草
』（
宝
永
五
年1707

刊
）
の
巻
十
二
に
、

	
 

蛮
種 	�



ラ
ウ
ザ
イ
バ
ラ　

紅
夷
ヨ
リ
来
ル
ト
云
。
花
大
ニ
葉
小
也
。

山
椒
ノ
葉
ニ
似
タ
リ
。
枝
條
曲
節
多
ク
シ
テ
不
レ
舒ノ
ビ

。
挟
テ

活ツ

ク
。
有
レ
刺ハ
リ

。
是
又
薔
薇
之
類
而
花
葉
較や
や

異
ナ
ル
者
也
。

四
月
開
レ
花
至
レ
秋
。
又
牡
丹
イ
バ
ラ
ト
云
。
花
頗
牡
丹
ニ

似
タ
リ
。
又
箱
根
イ
バ
ラ
此
単
葉
ナ
リ
。

と
見
え
、『
地
錦
抄
附
録
三
』(1733

刊)

に
も
「
正
保
年
中
以
後
渡
り
来

る
草
木
の
類
」
の
中
に
「
ら
う
ざ
」
と
見
え
る
。
正
保
年
間
（1644

～

1648

）
に
南
蛮
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
こ
の
「
ら
う
ざ
」
を
漢
種
に
同
定
し
よ
う
と
す
る
試

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
我
が
国
で
も
広
く
読
ま
れ
た
陳
淏
子
の

『
秘
伝
花
鏡
』（
康
煕
二
十
七
年1688

刊
）
の
巻
四
藤
蔓
類
に
は
、
広
義

の
バ
ラ
と
呼
べ
る
も
の
に
「
薔
薇
」「
玫
瑰
」「
月
季
」「
野
薔
薇
」「
繅
絲

花
」「
荼
蘼
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
同
定
す
る
か
と

い
う
試
み
で
あ
る
。
管
見
で
は
三
つ
の
説
が
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
「
繅
絲
花
」
に
同
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
藤
梨
春
の
『
紅

毛
談
』（
明
和
二
年1765

刊
）
に
、

	
○�
ら
う
ざ　

漢か
ん

名め
い

繅し

絲し

花く
わ

と
い
ふ
。
い
ば
ら
の
類
な
り
。
其
は
な
し
ろ

く
、
八や

重ゑ

に
し
て
牡ぼ
た
ん丹
い
ば
ら
の
ご
と
し
。
此
花
の
露つ
ゆ

を
と
つ
て
、

諸
腫
物
に
用
ゆ
。

一
九



と
あ
り
、
柴
野
栗
山
原
著
・
柴
野
貞
穀
重
修
『
雑
字
類
編
』（
天
明
六
年

1786
）
に
も
、

繅
絲
花
（
ロ
ウ
ザ
イ
バ
ラ
〔
右
訓
〕、
ヲ
ラ
ン
ダ
イ
バ
ラ
〔
左
訓
〕）

と
あ
る
。
た
だ
し
、「
繅
絲
花
」
と
「
ラ
ウ
ザ
イ
バ
ラ
」
と
は
貝
原
益
軒

の
『
大
和
本
草
』
で
は
別
種
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
ラ
ウ
ザ
イ
バ
ラ
」
に
つ
い
て
の
益
軒
の
説
明
は
先
に
引
い
た
が
、「
繅
絲

花
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

繅を
ら
ん
だ
い
ば
ら

絲
花　

遵
生
八
牋
云
、
花
葉
玫
瑰
花
に
似
て
、
白
う
す
紫
な
り
。

香
な
し
。
枝
に
は
り
あ
り
。
此
の
花
は
る
ば
る
紅を
ら
ん
だ夷
よ
り
来
る
。
故

に
名
尽
く
。

　

た
だ
し
、
彼
の
『
大
和
本
草
諸
品
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
「
ラ
ウ
ザ
イ

バ
ラ
ノ
花
」
は
沈
丁
花
に
似
て
お
り
、
そ
の
同
定
の
確
か
さ
に
は
疑
問
が

あ
る
。
ま
た
益
軒
は
「
ラ
ウ
ザ
イ
バ
ラ
」
を
「
牡
丹
イ
バ
ラ
」
と
も
言
う

と
記
し
て
い
た
が
、
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年1712

成
）
に
は
バ
ラ
科
の
植
物
と
し
て
「
繅
絲
花　

お
ら
ん
だ
い
ば
ら
」
以
外

に
「
墻
蘼　

し
や
う
び
」「
仏
見
笑　

ぼ
た
ん
い
ば
ら
」「
荼
蘼
花　

こ
や

を
き
」「
玫
瑰
花　

は
ま
な
す
」「
月
季
花　

ち
ょ
う
し
ゆ
ん
」
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、「
ラ
ウ
ザ
イ
バ
ラ
」
と
「
牡
丹
イ
バ
ラ
」
を
別
種
の
も
の
と

し
て
い
る
。

　

説
明
が
や
や
複
雑
に
な
っ
た
が
、
当
時
の
同
定
作
業
の
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
め
は
「
荼
蘼
花
」（
酴
蘼
花
）
に
同
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
水
谷

豊
文
の
『
物
品
識
名
』（
文
化
六
年1809

刊
）
に
、

ロ
ウ
ザ
イ
バ
ラ　

ト
キ
ン
イ
バ
ラ　
　

荼
蘼
花　

秘
伝
花
鏡

と
あ
る
。
し
か
し
、「
荼
蘼
花
」
に
は
棘
は
あ
る
も
の
の
、
香
り
は
な
い
。

益
軒
の
『
花
譜
』
で
は
、

酴こ
や
を
ぎ

蘼
花　

此
草
、
葉
は
覆く
さ
い
ち
ご
の
は

盆
葉
に
似
て
、
茎
方
に
し
て
長
く
、
は
り

お
ほ
し
。
草
く
き
な
り
。
薔
薇
の
ご
と
く
な
る
木
茎
に
あ
ら
ず
。
花

は
し
ろ
き
千
葉
に
し
て
、
し
や
う
び
に
似
た
り
。
又
菊
牡
丹
に
も
似

た
る
故
、
西
国
に
て
は
、
菊
い
ば
ら
と
い
ひ
、
関
東
に
て
は
、
ぼ
た

ん
花
と
い
ふ
。

と
説
明
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
も
「
繅
絲
花　

お
ら
ん
だ
い
ば
ら
」
と
は
別
種
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

　

三
つ
め
は
「
玫
瑰
」
に
同
定
す
る
説
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
説
が
見
ら

れ
る
の
は
宇
田
川
玄
随
（
槐
園
）
著
『
西
洋
医
言
』（
寛
政
四
年1792

序
・
未
刊
）
の
、

薔
薇
謂
二
之
ヲ
羅ロ
ウ
セ
ン生

一。
玫
瑰
花
謂
二
之
ヲ
羅ロ
ウ
デ垤
羅ロ
ウ
セ
ン生

一。
二
〇



で
あ
り
（
羅
生
、
羅
垤
羅
生
の
左
に
そ
れ
ぞ
れroozen, roode roozen

と
朱
筆
あ
り
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
る
）、
次
い
で
早
い
の
は
森
島
中
良
の
『
類
聚
紅
毛
語
訳
』（『
蛮
語

箋
』）
の
、

玫
瑰
（
右
訓
ヲ
ラ
ン
ダ
バ
ラ
。
左
訓
ハ
マ
ナ
ス
）　

ロ
ー
ト
、
ロ
ー

セ
ン

の
よ
う
で
あ
る（
注
⑤
）。

　

こ
の
三
つ
の
説
の
中
か
ら
「
玫
瑰
」
に
同
定
す
る
説
が
以
降
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
同
定
に
も
少
し
の
注
釈
が
必
要
の
よ

う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、『
蛮
語
箋
』
に
「
玫
瑰
」
の
和
名
を
ハ
マ
ナ

ス
と
し
、
伊
藤
伊
兵
衛
の
『
地
錦
抄
附
録
』（
享
保
十
八
年1733

刊
）
に

も
「
玫ハ
マ
ナ
ス瑰
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
北
村
四
郎
氏
は
「
ハ
マ
ナ
ス
と

仮
名
が
つ
け
て
あ
る
が
、
ハ
マ
ナ
ス
は
日
本
に
野
生
し
て
い
る
。
玫
瑰
は

ハ
マ
ナ
ス
か
ら
で
た
、
中
国
中
部
で
つ
く
ら
れ
た
園
芸
品
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
、
ほ
ん
と
う
の
玫
瑰
が
入
っ
た
の
だ
と
思
う
」（「
栽
培
植
物
の
起

源
・
伝
来
・
分
類　

園
芸
史
か
ら
見
た
日
本
の
花
」『
北
村
四
郎
選
集

Ⅲ
』
保
育
社
刊
所
収p 194

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の
植
物
学
的

観
点
か
ら
厳
密
に
言
え
ば
、
当
時
「
玫
瑰
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

も
の
と
日
本
の
ハ
マ
ナ
ス
と
の
関
係
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
花
戸
（
植
木
屋
）
の
著
作
で
あ
る
『
地
錦
抄
附
録
』
で
は
「
ら

う
ざ
」
と
「
玫ハ
マ
ナ
ス瑰
」
は
異
な
る
も
の
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
ら
う

ざ
」
は
、
当
時
に
お
い
て
は
「
漢
名
不
詳
、
玫
瑰
（
和
名
ハ
マ
ナ
ス
）
に

似
る
」
と
で
も
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
森
島
中
良

は
花
戸
で
も
本
草
家
で
も
な
く
、
そ
の
著
『
蛮
語
箋
』
も
ま
た
一
般
向
け

の
蘭
日
単
語
集
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
よ
そ
の
対
応
を
示
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
玫
瑰
＝
ハ
マ
ナ
ス
」
と
い
う
説
が
定
着
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
現
代
の
『
原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
』
で
は
ハ
ナ
マ
ス
（
ハ

マ
ナ
シ
と
も
）
と
マ
イ
カ
イ
（
玫
瑰
）
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
植
物
分
類
学
で
も
諸
説
あ
る
よ
う
だ
が
、
一
つ
の
説
と
し
て
次
に

掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

	

ハ
マ
ナ
シRosa rugosa T

hunb.

太
平
洋
側
は
茨
城
県
、
日
本
海
側
は
鳥
取
県
以
北
、
北
海
道
、
お
よ

び
千
島
か
ら
ア
ラ
ス
カ
、
朝
鮮
、
中
国
に
分
布
し
海
岸
の
砂
地
に
は

え
、
観
賞
用
に
庭
園
に
も
栽
植
す
る
落
葉
低
木
。
高
さ
1
～
1.5
ｍ
。

地
下
の
枝
で
繁
殖
し
大
群
落
を
作
る
。
花
は
初
夏
か
ら
夏
、
径
6
～

8
㎝
。
果
実
は
2
～
3
㎝
、
秋
に
赤
く
熟
し
食
べ
ら
れ
る
。
根
は
染

二
一



料
に
、
花
か
ら
香
水
の
原
料
を
と
る
。
和
名
浜
梨
、
別
名
は
東
北
な

ま
り
か
ら
き
た
も
の
。

	

マ
イ
カ
イRosa odorata Sw

. var. ihea M
akino

中
国
原
産
で
、
江
戸
時
代
あ
る
い
は
昭
和
に
な
っ
て
渡
来
し
、
栽
培

さ
れ
る
高
さ
1
ｍ
に
な
る
落
葉
低
木
。
ハ
マ
ナ
シ
に
似
て
い
る
が
と

げ
が
少
な
く
、
花
は
重
弁
で
色
が
濃
く
、
香
気
が
強
い
。
中
国
で
は

つ
ぼ
み
の
う
ち
に
採
り
陰
乾
に
し
て
茶
に
入
れ
た
り
、
酒
に
浸
し
た

り
、
ま
た
蒸
留
し
て
玫ま
い

瑰か
い

露ろ

を
作
る
。
和
名
は
漢
名
の
音
読
。
種
小

名
は
芳
香
の
あ
る
意
味
。

　

す
な
わ
ち
ハ
マ
ナ
シ
（
ハ
マ
ナ
ス
）
が
自
生
種
で
あ
り
、
マ
イ
カ
イ
が

中
国
種
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
他
に
西
洋
種
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

西
洋
種
は
同
図
鑑
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

	

セ
イ
ヨ
ウ
バ
ラRosa hybrida H

ort.

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
西
ア
ジ
ア
原
産
、
歴
史
が
古
く
、
改
良
を
重
ね
た

も
の
で
大
輪
重
弁
の
雑
種
性
。
広
く
庭
園
に
植
栽
さ
れ
る
常
緑
低
木
。

高
さ
1
～
2
ｍ
。
枝
は
硬
く
、
平
た
い
と
げ
を
も
つ
。
葉
は
通
常
5

葉
か
ら
な
る
。
花
は
一
季
の
も
の
か
ら
四
季
を
通
し
て
咲
く
も
の
と

が
あ
り
、
1
～
数
花
の
大
形
で
芳
香
を
放
つ
。
鑑
賞
や
香
料
の
原
料

と
し
て
紀
元
前2000

年
代
か
ら
栽
培
さ
れ
た
。
和
名
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
作
ら
れ
た
バ
ラ
の
意
。

4　

薔 

薇 

露

　

バ
ラ
か
ら
抽
出
す
る
強
い
芳
香
を
放
つ
液
体
は
、
中
国
に
お
い
て
も
日

本
に
お
い
て
も
、
早
く
か
ら
香
水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
薬
用
に

も
食
用
に
も
香
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、 

C. M
.

ス
キ
ナ
ー
『
花
の
神
話
と
伝
説
』（
垂
水
雄
二
・
福
屋
正
修
訳
、

八
坂
書
房1999.8

）
に
よ
れ
ば
、
バ
ラ
の
露
を
香
水
や
医
薬
な
ど
に
使
う

こ
と
は
、
バ
ラ
が
初
め
て
歴
史
に
登
場
し
た
時
に
ま
で
遡
る
と
い
う
。

プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
代
、
バ
ラ
は
香
水
や
軟
膏
だ
け
で

な
く
、
医
薬
品
の
成
分
と
も
さ
れ
た
よ
う
で
、「
軟
膏
お
よ
び
洗
眼

薬
」
の
項
に
入
っ
て
い
る
。
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
バ
ラ
の
葉
お
よ
び
花
び

ら
を
調
合
し
た
三
二
の
医
薬
を
挙
げ
て
お
り
、
バ
ラ
酒
を
つ
く
る
処

方
も
書
い
て
い
る
。
バ
ラ
酒
を
飲
ん
で
バ
ラ
の
花
び
ら
を
詰
め
た
枕

で
寝
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
芳
香
性
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
神

経
症
を
和
ら
げ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
バ
ラ
酒

の
風
呂
に
つ
か
り
、
バ
ラ
の
サ
ラ
ダ
を
食
べ
過
ぎ
、
バ
ラ
の
臥
床
で

身
を
休
め
た
た
め
に
病
気
に
な
っ
た
ヘ
リ
オ
ガ
バ
ル
ス
皇
帝
［
ロ
ー

二
二



マ
皇
帝
、
二
〇
三
～
二
二
二
］
が
、「
バ
ラ
の
一
飲
み
」
で
健
康
を

回
復
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
来
の
世
界
に
ホ
メ
オ
パ
チ
ー
の
方
法

［
同
毒
療
法
ま
た
は
類
似
療
法
］
を
残
し
た
こ
と
の
次
第
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

古
い
時
代
に
は
、
バ
ラ
の
香
水
、
バ
ラ
軟
膏
、
バ
ラ
の
ジ
ャ
ム
、

バ
ラ
の
砂
糖
漬
け
、
ロ
ウ
に
封
じ
た
バ
ラ
、
炭
に
か
け
て
燃
や
す
バ

ラ
油
、
バ
ラ
の
ソ
ー
ス
、
バ
ラ
の
ク
リ
ー
ム
、
バ
ラ
の
ち
ん
き
、
パ

ス
テ
ル
、
ペ
ー
ス
ト
、
シ
ロ
ッ
プ
、
ハ
ッ
カ
ド
ロ
ッ
プ
、
コ
ー
デ
ィ

ア
ル
［
甘
味
入
り
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
］
な
ど
を
使
っ
て
い
た
。

（P 264

）

　

バ
ラ
の
香
水
が
中
国
に
入
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
新
村
出
博
士
に
考
証

が
あ
る
（「
薔
薇
露
」『
琅
玕
記
』
所
収
）。

薔
薇
露
ま
た
薔
薇
水
と
い
う
名
は
、
宋
史
以
後
の
史
籍
の
外
国
伝
に

も
散
見
し
、『
諸
蕃
志
』
な
ど
の
単
行
著
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

バ
ラ
の
香
水
は
宋
以
前
か
ら
既
に
支
那
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、

大
食
国
の
名
産
と
し
て
瑠る

璃り

の
瓶か
め

に
貯
え
て
躐
で
密
封
さ
れ
て
持
っ

て
き
た
と
い
う
話
し
で
あ
る
。
香
気
が
強
烈
で
あ
っ
て
壜
を
徹
し
て

な
か
ふ
く
い
く
た
る
も
の
が
あ
り
、
数
十
歩
を
へ
だ
て
て
も
に
お
う

と
か
、
人
の
衣
に
そ
そ
ぐ
と
十
数
日
も
き
え
な
い
と
か
歳
余
も
か
お

り
が
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
南
洋
諸
国
に
も
大
食
か

ら
輸
入
さ
れ
て
珍
重
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
更
に
支
那
に
貢
物
と
し
て

入
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
宋
以
前
か
ら
既
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
の
時

代
以
降
の
文
献
に
書
か
れ
た
も
の
を
紹
介
す
れ
ば
、
王
世
懋
の
『
学
圃
雑

疏
』（
萬
暦
十
五
年1587

成
）
に
「
玫
瑰
は
珍
し
い
卉く
さ

で
は
な
い
。
し
か

し
色
は
あ
で
や
か
で
、
よ
く
香
る
。
盛
ん
な
と
き
は
食
べ
た
り
、
身
体
に

つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
園
林
の
中
に
は
多
く
う
え
る
こ
と
が
で

き
る
」（
佐
藤
武
俊
氏
訳
）
と
あ
り
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
見
え

る
次
の
「
薔
薇
露
」
の
説
明
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

営
実
墻
蘼　

 

釈
名 　

薔
薇
、
山
棘
、
朱
棘
、
牛
勒
、
刺
花　

 

 

集
解 　

時
珍
曰
…
人
家
栽
玩
者
、
茎
粗
葉
大
、
延
長
数
丈
、
花
亦

厚
大
、
有
二
白
黄
紅
紫
数
色
一、
花
最
大
者
名
二
仏
見
笑
一、
小
者
名
二
木

香
一、
皆
香
艶
可
レ
入
、
不
レ
入
二
薬
用
一、
南
番
有
二
薔
薇
露
一
云
、
是

此
花
之
露
水
、
香
馥
異
レ
常
。

　

さ
ら
に
王
像
晋
の
『
二
如
群
芳
譜
』（
天
成
元
年1621

成
）
に
も
「
玫

瑰
」
を
飲
み
物
に
入
れ
て
芳
香
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

玫
瑰
、
一
名
徘
徊
花
、
潅
生
細
葉
、
多
レ
刺
、
類
二
薔
薇
一、
茎
短
、

二
三



花
亦
類
二
薔
薇
一、
色
淡
紫
、
青
橐
黄
蘂
、
弁
末
白
、
嬌
艶
芬
馥
、 

有
レ
香
有
レ
色
、
堪
二
入
レ
茶
入
レ
酒
一レ

蜜
、
栽
宜
二
肥
土
一、
常
加
二
澆 

潅
一、
性
好
レ
潔
、
最
忌
二
人
溺
一、
溺
澆
即
萎
、
燕
中
有
二
黄
花
一
者
、

稍
小
二
於
紫
嵩
一、
山
深
処
有
二
碧
色
者
一。

　

『
本
草
綱
目
』
も
『
二
如
群
芳
譜
』
も
江
戸
期
の
日
本
で
良
く
読
ま
れ

た
書
で
あ
る
が
、「
薔
薇
露
」
の
実
物
を
見
た
の
は
、
長
崎
に
来
た
オ
ラ

ン
ダ
人
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
、
平
賀
源
内
の

『
物
類
品
隲
』
の
次
の
文
章
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

	

△�

薔
薇
露　

綱
目
、
露
水
條
下
ニ
出
タ
リ
。
和
名
バ
ラ
ノ
ツ
ユ
。
紅
毛

語
ロ
ー
ズ
ワ
ア
ト
ル
。
紅
毛
人
都
テ
刺バ

絲ラ

ア
ル
モ
ノ
ヲ　

ロ
ー
ズ
ト

云
。
ワ
ア
ト
ル
ハ
水
ナ
リ
。
此
ノ
物
ラ
ン
ビ
キ
ヲ
以
テ
薔
薇
花
ヲ
蒸

シ
テ
取
タ
ル
水
ナ
リ
。
薔
薇
ノ
類
多
シ
。
就
テ
レ
中
ニ
野
薔
薇
花
ヲ

最
上
ト
ス
。
李
東
壁
曰
ク
、
番
国
ニ
有
二
薔
薇
露
一。
甚
ダ
芬
香
。 

云
二
是
レ
花
上
ノ
露
水
ト
一。
未
レ
知
二
是
非
一。
又
墻
蘼
ノ
條
下
ニ
曰
ク
、

南
番
ニ
有
二
薔
薇
露
一、
云
ク
是
レ
花
之
露
水
香
馥
異
常
ト
。
今
按
ズ

ル
ニ
、
ラ
ン
ビ
キ
ハ
番
人
ノ
巧
思
ニ
出
ヅ
。
李
氏
モ
其
ノ
法
ヲ
知
ザ

ル
ガ
故
ニ
、
カ
ク
云
ヘ
ル
ト
見
タ
リ
。
此
ノ
水
外
療
ニ
用
テ
功
効
多

シ
。
紅
毛
人
常
ニ
長
崎
ニ
持
来
ル
。
近
世
本
邦
ノ
人
亦
其
ノ
伝
ヲ
得

テ
是
ヲ
製
ス
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
製
法
精ク
ハ
シカ
ラ
ザ
レ
バ
水
腐
テ
不
レ 

堪
レ
久
。（
下
略
）

　

ち
な
み
に
日
本
本
草
学
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
小
野
蘭
山
の
『
本
草

綱
目
啓
蒙
』（
巻
十
四
上
・
草
四
・
蔓
草
）
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。

	

○�

営
実
墻
靡
〈
正
字
通
ニ
薔
薇
ニ
作
。
墻
ハ
牆
ノ
俗
字
ト
ス
〉
ム
バ
ラ

ノ
ミ
〈
和
名
抄
〉
ノ
イ
バ
ラ
〈
以
下
苗
ノ
名
…
〉
営
実
ハ
実
ノ
名
。

牆
靡
ハ
苗
ノ
名
。
今
薔イ
バ
ラ薇
ト
名
ヅ
ク
。
ソ
ノ
家
ニ
栽
テ
賞
ス
ル
薔
薇

ハ
薬
ニ
イ
レ
ズ
。
薬
用
ノ
モ
ノ
ハ
野ノ
イ
バ
ラ

薔
薇
ナ
リ
。
故
ニ
本
経
逢
原
ニ
、

薔
薇
乃
野
生
白
花
者
ト
イ
フ
。
…
鍋ラ
ン
ビ
キ竈
ニ
テ
花
の
露
ヲ
ト
リ
外
治
ニ

モ
チ
ユ
。
紅
毛
ニ
テ
、
ワ
ー
ト
ル
ロ
サ
ー
ト
ト
云
。
ワ
ー
ル
ト
ハ
水

ナ
リ
。
集
解
ニ
、
所
謂
南
蕃
有
二
薔
薇
露
一
ト
イ
フ
。
是
ナ
リ
。
又
、

コ
ノ
花
ヲ
ト
リ
生
油
ニ
漬
シ
日
煎
ス
ル
ヲ
、
オ
ー
リ
ー
ロ
サ
ー
ト
ト

云
。
オ
ー
リ
ー
ハ
油
ナ
リ
。

　

と
こ
ろ
で
、『
秘
伝
花
鏡
』
に
は
「
玫
瑰
」「
野
薔
薇
」
に
は
次
の
よ
う

に
芳
香
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
月
季
」（
長
春
）
に
つ
い
て

は
芳
香
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

【
玫
瑰
】�

因
二
其
香
美
一、
或
作
二
扇
墜
香
嚢
一、
或
以
二
糖
霜
一
同
二
烏

梅
一
搗
爛
、
名
為
二
玫
瑰
醤
一、
収
二
於
磁
瓶
内
一、
曝
過
経
レ

二
四



年
色
香
不
レ
変
、
任
用
可
也
。

【
野
薔
薇
】�

香
最
甜
似
二
玫
瑰
一、
多
取
蒸
作
レ
露
、
採
二
含つ
ぼ
み蕊

一
拌
レ

茶
亦
隹
。
患
レ
瘧
お
こ
り

者
烹
飲
即
愈い
ゆ

。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
で
平
安
時
代
以
降
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
そ
う

び
」
は
芳
香
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
早

く
中
国
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
バ
ラ
は
香
り
が
注
目

さ
れ
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た

こ
と
を
記
し
た
文
章
も
管
見
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。

5　

薬
用
と
し
て
の
「
玫
瑰
」

　

現
在
「
玫
瑰
」
は
止
痛
、
止
瀉
の
中
薬
（
漢
方
薬
）
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
は
見
え
ず
（
唐
開
元
中
の
陳
臓
器

撰
『
本
草
拾
遺
』
に
は
載
せ
る
と
い
う
が
、
未
確
認
）、
江
戸
時
代
の
漢

方
医
は
こ
れ
を
使
用
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
本
一
包
の

『
公
益
本
草
大
成
』（『
和
語
本
草
綱
目
』
と
も
。
元
禄
十
一
年1698

刊
）、

津
田
兼
詮
の
『
療
治
茶
談
』（
巻
一
～
十
、
明
和
七
年1770

～
文
政
六
年

1823

）
と
い
っ
た
大
部
の
書
に
も
現
れ
な
い
。
む
し
ろ
薬
草
と
し
て
の

「
玫
瑰
」
は
蘭
方
医
の
間
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
本

草
書
か
ら
得
た
知
識
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
医
者W

oyt

の
著Gazo-

phylacium
 M
edico-Physicum

,oder Schats-K
am
m
er M

edici-

nisch und N
aturelicher D

inge

か
ら
（
正
確
に
は
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語

訳
か
ら
）
得
た
知
識
の
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
ろ
う
ざ
」
を
最

初
に
「
玫
瑰
」
に
同
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
宇
田
川
玄
随
の
『
遠
西
名
物

考
』（
文
政
五
年1793

以
前
成
。
未
刊
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
引

用
文
中
の
『
医
学
宝
函
』
と
はW

oyt

の
前
掲
著
の
訳
書
名
で
あ
る
。

（
傍
線
引
用
者
）

			



玫
瑰
花

此
、
薔
薇
中
ノ
一
種
ニ
属
ス
。
其
性
清
涼
ニ
シ
テ
収
斂
ヲ
主
リ
且
ツ

脳
ヲ
強
壮
ニ
ス
。
生
ナ
ル
者
乾
サ
ズ
シ
テ
之
ヲ
用
レ
バ
微
利
ノ
功
ア

リ
。
医
学
宝
函
ニ
詳
ナ
リ
。
此
ノ
物
多
ク
海
瀕
砂
地
ニ
生
ズ
。
移
シ

藝
モ
亦
茂
ス
。
高
サ
四
五
尺
ニ
至
ル
。
枝
幹
毛
刺
尤
モ
多
シ
。
春
時

旧
幹
葉
ヲ
生
ジ
形
薔
薇
ニ
似
テ
皺
多
ク
夏
ニ
入
テ
花
ヲ
開
ク
。
立
出

大
サ
二
三
寸
。
鹵
桜
花
ニ
似
テ
深
紅
色
又
粉
紅
及
ビ
白
キ
モ
ノ
ア
リ
。

共
ニ
甜
香
馥
郁
ト
シ
テ
蘭
麝
ノ
如
シ
。
故
ニ
宋
ノ
官
人
以
テ
竜
麝
ニ

雑
テ
容
器
具
ニ
充
ツ
ト
名
花
譜
ニ
載
ス
。
和
名
ハ
マ
ナ
ス　

又
サ
ン

ゴ
樹
イ
バ
ラ
ト
云
。

　

『
西
洋
医
言
』
は
玄
随
自
身
の
解
題
に
よ
る
と
「
紅
毛
の
医
書
を
よ
ミ

二
五



習
ふ
社
中
の
初
学
に
便
す
る
為
に
病
名
、
薬
名
、
鳥
獣
草
木
等
よ
り
一
切

医
事
に
あ
づ
か
る
蛮
語
を
誦
安
く
、
記
憶
よ
き
様
に
、
爾
雅
に
な
ら
ひ
て

輯
め
訳
し
た
る
書
」
で
あ
る
（
宗
田
一
「
宇
田
川
家
三
代
の
実
学  ―

『
西
説
内
科
選
要
』
と
関
連
薬
物
書
を
め
ぐ
っ
て  ―

」『
実
学
史
研
究

Ⅴ
』1988.12

）。

　

管
見
で
拾
い
え
た
右
以
外
の
「
玫
瑰
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

	

○�

藤
林
晋
山
『
訳
鍵
』（
文
化
七
年1810

刊
）

			


―

（rosa

）trachinia
玫
瑰

	

○�

宇
田
川
玄
真
・
宇
田
川
榕
菴
『
増
訂
和
蘭
薬
鏡
』（
文
政
十
一
年

1828

～
天
保
六
年1835

）、

玫
瑰　

「
ハ
マ
ナ
ス
」
和
名
、「
ロ
ー
ザ
リ
ュ
ブ
ラ
」
羅
、「
ロ
ー

デ
ロ
ー
セ
ン
」
蘭

［
試
効
］
新
撰
ニ
シ
テ
芳
香
ア
ル
花
弁
ヲ
用
フ
ベ
シ
。
香
気
脱
ス

レ
バ
効
ナ
シ
。
○
稍
収
斂
シ
清
爽
強
壮
ニ
シ
活
液
ヲ
浄
刷
ス
。
○

胸
病
吐
血
、
労
咳
、
肺
瘍
、
白
帯
下
、
月
経
過
多
、
下
痢
等
ニ
軽

キ
収
斂
薬
ナ
シ
良
験
ヲ
称
ス
。
砂
糖
ヲ
研
和
シ
用
ヒ
、
或
ハ
泡
剤

ト
シ
服
ス
。
○
諸
失
血
、
衂
血
、
嘔
血
、
婦
人
ノ
崩
漏
等
ニ
後
方

超
群
ノ
捷
効
ア
リ
。�

（
巻
二
・
一
五
丁
オ
）

	

○�

『
厚
生
新
編
』
巻
二
十
九
（
文
政
四
年1821

～
文
政
十
年
成
、
大
槻

玄
沢
・
宇
田
川
玄
真
訳
）

玫
瑰
花
コ
ン
セ
ル
フ
の
製
法

玫
瑰
花
の
全
く
開
き
た
る
を
取
り
其
花
弁
を
摘
み
取
り
、
萼
に
附

た
る
白
色
の
端
末
を
除
き
去
り
、
臼
に
入
れ
、
搗
て
糊
の
如
く
な

し
柔
げ
て
製
し
置
る
沙
糖
舎
利
別
を
よ
く
〳
〵
合
和
す
る
事
前
に

も
説
く
が
如
く
す
。
…

乾
玫
瑰
の
コ
ン
セ
ル
フ
製
法

玫
瑰
花
弁
を
取
り
其
汚
し
き
も
の
を
去
り
て
陰
乾
し
、
搗
て
細
末

と
為
し
、
紅
色
の
布
片
に
包
み
水
に
浸
す
こ
と
一
宿
に
し
て
、
よ

く
紅
色
を
引
き
出
し
、
又
其
水
に
玫
瑰
の
細
末
を
加
へ
て
適
宜
に

和
し
、
煮
て
コ
ン
セ
ル
フ
の
稀
濃
を
為
す
。
是
又
甚
だ
よ
ろ
し
と

す
。

（
引
用
者
注
…
コ
ン
セ
ル
フ
と
は
花
果
根
草
の
類
を
砂
糖
と

和
し
た
も
の
。
医
薬
と
し
て
も
食
物
と
し
て
も
用
い
た
）

	

○
宇
田
川
榕
菴
『
植
学
独
語
』（
文
政
十
年1827

頃
成
）、

「
ロ
ー
サ
」
は
公
称
に
て
数
種
あ
り
。
其
内
「
リ
ュ
プ
ラ
」
と
私

号
す
る
者
の
み
玫
瑰
に
充
る
な
り
。

　

「
玫
瑰
」
は
蘭
医
の
初
学
者
に
は
基
本
的
な
薬
草
名
と
し
て
知
っ
て
お

く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
弘
化
二
年1845

刊

二
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の
石
原
悌
介
著
『
蘭
薬
手
引
草
』（
内
題
『M

ED
IL BO

EK

』
博
愛
室

蔵
板
）
は
「
初
学
ノ
為
ニ
蘭
薬
性
功
ノ
大
略
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
」（
凡
例
）

と
い
う
目
的
で
出
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

玫
瑰
蜜			




治　

咽
腫
潰
瘍
・
鵞
口
瘡

玫
瑰
舎セ
イ
ロ
ー
フ

利
另	�


同　

昆
設　

治　

吐
血　

崩
漏　

帯
下　

労
咳
喀
血

諸
出
血

玫
瑰
油			




治　

外　

止
痛
。
散
堅
ノ
功
ア
リ
。

玫
瑰
丁チ
ュ
ン

幾キ		
 

治 　

収
斂
。
強
壮
。
防
腐
ノ
功
ア
リ
。

と
見
え
る
。
実
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
宇
田
川
玄
随
の
『
遠
西
医
方
名
物

考
』（
文
政
五
年1793

序
・
刊
）
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（『
遠
西
医
方

名
物
考
』
に
は
「
玫
瑰
醋
」
と
い
う
も
の
も
見
え
る
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
我
が
国
に
「
玫
瑰
」
と
い
う
バ
ラ
科
の

植
物
の
名
を
広
め
た
の
に
は
、
玄
随

−

玄
真

−

榕
菴
と
続
く
蘭
方
医
宇
田

川
家
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

6
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玫い
げ
ぼ
た
ん

瑰
花
＝
聖
母
マ
リ
ア

　

前
節
の
時
代
か
ら
は
少
し
後
の
幕
末
明
治
維
新
の
頃
に
は
禁
教
を
解
か

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
に
お
い
て
「
玫
瑰
」
が
現
れ
る
。

　

宣
教
師
ベ
ル
ナ
ル
ト
・
プ
チ
ジ
ャ
ンPetitjean

達
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
『
聖
教
日
課
』（
明
治
二
年
初
版
、
明
治
七
年
再
版
）
の
「
聖
瑪ま

利り

亜あ

頌
徳
の
祷
文
」
に

奥
ゆ
か
し
き
玫い
げ
ぼ
た
ん

瑰
花

　

我
等
の
為
に
願
ひ
給
へ

な
ど
と
見
え
る
「
玫い
げ
ぼ
た
ん

瑰
花
」
は
聖
母
マ
リ
ア
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
母
マ
リ

ア
を
バ
ラ
に
喩
え
る
こ
と
は
古
く
遡
る
よ
う
で
、
研
究
社
の
『
英
語
語
源

辞
典
』
に
よ
る
と
、
一
三
九
〇
年
こ
ろ
に
現
れ
始
め
、「
比
類
の
な
い
人

《
と
く
に
、
絶
世
の
美
女
、
有
徳
の
女
性
》」
を
意
味
す
るrose

は
、
そ

の
初
期
に
お
い
て
は
聖
母
マ
リ
ア
を
指
す
こ
と
が
多
い
」
と
い
う（
注
⑥
）。

　

右
の
『
聖
教
日
課
』
か
ら
の
引
用
は
再
版
本
を
底
本
と
す
る
新
村
出
監

修
『
海
表
叢
書
』
第
一
巻
所
収
の
本
文
に
よ
っ
た
が
、
新
村
出
博
士
の
解

説
に
よ
れ
ば
、『
聖
教
日
課
』
は
「
各
経
文
の
テ
キ
ス
ト
は
、
実
は
古
来

迫
害
の
裡
に
固
き
信
者
た
ち
が
日
々
相
誦
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
幕
末
乃

至
明
初
の
新
訳
新
作
で
は
な
い
」
も
の
で
あ
る
。
プ
チ
ジ
ャ
ン
等
は
幕
末

キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
後
に
『
聖
教
初
学
要
理
』
な
ど
を
一
連
の
キ
リ
シ
タ

ン
書
を
復
刊
し
た
が
、
当
時
発
見
さ
れ
た
浦
上
・
外
海
地
方
の
旧
信
者
に

と
っ
て
、
解
り
や
す
い
聞
慣
れ
た
原
語
を
用
い
た
と
い
う
（
浦
川
和
三
郎

「
日
本
に
於
け
る
公
教
会
の
復
活
」、『
海
表
叢
書
』
第
五
巻
新
村
出
解
説
）。

二
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た
だ
し
、
プ
チ
ジ
ャ
ン
の
復
刊
書
は
「
原
書
に
は
忠
実
で
あ
る
に
し
て
も

漢
字
に
満
た
さ
れ
、
特
殊
な
教
会
用
語
す
ら
漢
語
に
改
め
」
ら
れ
て
い
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
海
老
沢
有
道
「『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
の
典
拠
本　

附
「
ろ
ぞ
り
よ
十
五
の
み
す
て
り
よ
図
解
」『
切
支
丹
典
籍
叢
考
』
昭
和

十
八
年
五
月
拓
文
堂
刊
所
収
）。
こ
の
「
玫
瑰
花
」
も
イ
ゲ
ボ
タ
ン
と

あ
っ
た
も
の
を
漢
語
に
直
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
薔
薇
花
」
な
ど
で
は

な
い
こ
と
は
プ
チ
ジ
ャ
ン
等
の
教
養
が
幕
末
期
の
蘭
医
学
者
達
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
。

　

イ
ゲ
ボ
タ
ン
は
九
州
全
域
で
使
わ
れ
て
い
た
方
言
名
で
あ
る
。『
日
本

植
物
方
言
集
成
』（
八
坂
書
房
、
平
成
十
三
年2001

刊
）
に
よ
る
と
、
イ

ゲ
ボ
タ
ン
は
長
崎
の
他
に
も
福
岡
（
福
岡
市
）・
熊
本
・
大
分
・
鹿
児
島

（
種
子
島
）
で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
イ
ゲ
は
棘と
げ

の
意
。『
日
葡

辞
書
』
に
「Igue　

棘
。
上か
み

で
はIgui

と
い
う
」
と
あ
る
。「
上
」
は
近

畿
地
方
（
ま
た
中
国
地
方
）
を
指
し
、
九
州
地
方
を
意
味
す
る
「
下し
も

」
に

対
す
る
）。

　

ま
た
、『
日
本
植
物
方
言
集
成
』
に
よ
る
と
、
バ
ラ
科
の
植
物
を
「
○

○
ボ
タ
ン
」
と
呼
ぶ
地
方
は
、
イ
ゲ
ボ
タ
ン
の
他
に
は
次
の
よ
う
に
西
日

本
を
広
く
見
ら
れ
る
。

イ
ガ
ボ
タ
ン　
　
　
　

�

島
根
（
簸
川
・
那
珂
）　

山
口
（
熊
毛
）　

大

分

イ
ギ
ボ
タ
ン　
　
　
　

島
根
（
鹿
足
）　

山
口

イ
ゲ
ド
ロ
ボ
タ
ン　
　

熊
本
（
下
益
城
）

イ
ゲ
ブ
タ
ン　
　
　
　

熊
本
（
玉
名
）

イ
ゾ
ラ
ボ
タ
ン　
　
　

大
分
（
大
分
）

イ
ド
ラ
ボ
タ
ン　
　
　

大
分
（
中
部
）

イ
ド
ロ
ボ
タ
ン　
　
　

大
分

イ
バ
ラ
ボ
タ
ン　
　
　

�

播
州　

富
山
（
砺
波
）　

石
川　

岐
阜
（
養

老
）　

愛
知
（
知
田
）
三
重
（
松
坂
）　

京
都

（
竹
野
）　

大
阪
（
大
阪
市
）　

兵
庫
（
但

馬
）
奈
良　

和
歌
山　

愛
媛
（
松
山
）

バ
ラ
ボ
タ
ン　
　
　
　

香
川
（
三
豊
）

ト
ゲ
ボ
タ
ン　
　
　
　

大
分
（
大
分
市
・
北
海
部
）

テ
ン
シ
ボ
タ
ン　
　
　

大
分

　

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
「
仏
見
笑
」
を
「
ぼ
た
ん
い
ば
ら
」
と
し
、

『
花
壇
地
錦
抄
』
に
も
「
牡ぼ
た
ん丹
荊
」
と
あ
り
、『
大
和
本
草
』
も
ラ
ウ
ザ
イ

バ
ラ
の
一
名
と
し
て
「
牡
丹
イ
バ
ラ
」
を
挙
げ
、
こ
れ
を
「
紅
夷
ヨ
リ
来

ル
ト
云
」
と
言
い
、
白
井
氏
も
「
現
今
培
養
す
る
西
洋
薔
薇
に
類
似
せ
る

も
の
な
れ
ば
、
徳
川
時
代
の
初
頃
外
船
に
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら

二
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ん
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
ゲ
ボ
タ
ン
は
こ
の
ボ
タ
ン
イ
バ
ラ
の

転
訛
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
植
物
方
言
集
成
』
に

よ
る
と
、
九
州
地
方
で
は
イ
バ
ラ
（
野
薔
薇
）
は
次
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て

お
り
、「
イ
ゲ
ボ
タ
ン
」
が
イ
バ
ラ
（
野
薔
薇
）
と
は
別
種
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

長　

崎
…
イ
ド
ラ
（
対
馬
）・
ヤ
ボ
（
壱
岐
島
）

大　

分
…�

イ
ガ
、
イ
ゲ
・
イ
ガ
ド
ロ
（
北
海
部
）・
イ
ゲ
ン
ト
（
大

分
市
）・
イ
ゾ
ラ
・
ト
ゲ
・
イ
ド
ラ
ゲ
ス
（
大
分
市
）、
ビ

（
別
府
）

宮　

崎
…
イ
ゲ
ゾ
ロ
（
児
湯
）・
イ
ゾ
ロ
（
東
諸
県
）

熊　

本
…
ネ
コ
ン
ツ
メ
（
玉
名
）・
ネ
コ
ズ
メ
（
玉
名
）

鹿
児
島
…
バ
ラ

6
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2　

「
玫
瑰
花
冠
」
＝
「
玫
瑰
経
」
＝
ロ
ザ
リ
ヨ

　

ロ
ザ
リ
オrosário

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
数
珠

を
意
味
す
る
と
と
も
に
、「
聖
母
の
十
五
玄
義
を
冥
想
し
つ
つ
そ
の
珠
を

数
え
な
が
ら
主
の
祈
り
十
五
回
、
ア
ベ
マ
リ
ア
一
五
〇
回
、
栄
唱
十
五
回

を
唱
え
る
祈
り
」
を
意
味
す
る
が
（『
広
辞
苑
』）、
こ
の
数
珠
と
祈
り
を

意
味
す
る
ロ
ザ
リ
ヨ
の
表
記
に
も
「
玫
瑰
」
は
現
れ
る
。

　

同
じ
く
プ
チ
ジ
ァ
ン
の
復
刊
し
た
も
の
に
『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
が
あ
る
。

プ
チ
ジ
ァ
ン
が
、
マ
ニ
ラ
で
一
六
二
三
年
マ
ニ
ラ
刊
の
ロ
ー
マ
字
本
『
ロ

ザ
リ
ヨ
記
録
』
を
入
手
し
、
翻
字
し
て
明
治
二
年1869

に
日
本
で
出
版

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
本
と
な
っ
た
の
は
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ジ
ワ

ン
・
デ
・
ル
エ
ダJuan de Rueda

の
著
『
ロ
ザ
リ
ヨ
記
録
』
で
あ
る

（
海
老
沢
有
道
前
掲
著
）。
そ
の
『
ロ
ザ
リ
ヨ
記
録
』
の
表
紙
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
（
海
老
沢
氏
に
よ
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
る
）。

ビ
ル
ゼ
ン
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
貴
き
ロ
ザ
リ
ヨ
の
ジ
ャ
ル
ダ
ン
と

て
花
園
に
た
と
ゆ
る
経
、
同
じ
く
ゼ
ズ
ス
の
コ
フ
ラ
ヂ
ア
の
レ
ヂ
メ

ン
ト
の
略
。
こ
れ
プ
レ
ヂ
カ
ド
レ
ス
の
門
派
の
う
ち
フ
ラ
イ
・
フ
ア

ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
の
翻
訳
な
り
。
ス
ウ
ペ
リ
ヨ
ル
と
オ

ル
ヂ
ナ
リ
ヨ
の
許
し
を
蒙
り
、
ビ
ノ
ン
ド
ク
の
サ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

の
オ
ス
ピ
タ
ル
に
於
い
て
板
に
開
く
も
の
な
り
。

御
出
世
よ
り
一
六
二
三

　

こ
の
『
ロ
ザ
リ
ヨ
記
録
』
に
は
一
六
二
二
年
に
同
じ
く
マ
ニ
ラ
で
出
さ

れ
た
異
本
が
あ
る
。
同
じ
く
日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
で
綴
っ
た
も
の
で
、
ロ

ザ
リ
ヨ
の
祈
祷
の
勤
行
の
手
本
を
示
し
、
ロ
ザ
リ
ヨ
の
組
（
信
者
集
団
）

の
こ
と
、
祈
祷
・
連
祷
な
ど
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
表
紙

二
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に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
同
じ
く
海
老
沢
氏
の
漢
字
仮
名
交
じ

り
文
に
よ
る
）。

ビ
ル
ゼ
ン
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
貴
き
ロ
ザ
リ
ヨ
の
修
行
と
、
同
じ

ゼ
ズ
ス
の
聖
名
の
コ
フ
ラ
ヂ
ア
に
当
る
略
の
記
録
、
こ
れ
プ
レ
ヂ
カ

ド
レ
ス
の
門
派
の
う
ち
パ
ア
デ
レ
・
フ
ラ
イ
・
ホ
ア
ン
・
デ
・
ロ

ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
の
翻
訳
な
り
。
オ
ル
ヂ
ナ
リ
ヨ
の
許
し
を
蒙
り
、

ビ
ノ
ン
ド
ク
の
サ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
オ
ス
ピ
タ
ル
に
於
い
て
板
に

開
く
も
の
な
り
。
一
六
二
二

　

プ
チ
ジ
ァ
ン
の
『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
は
、
こ
の
一
六
二
二
年
版
の
『
ロ

ザ
リ
ヨ
記
録
』
を
大
増
に
補
改
訂
し
た
先
の
一
六
二
三
年
版
の
『
ロ
ザ
リ

ヨ
の
経
』
を
翻
字
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
玫
瑰
花
冠

記
録
』
の
「
例
言
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

				




玫ロ

ザ

リ

ヨ

瑰
花
冠
記
録

童
身
聖
瑪
利
亜
の
聖
き
ろ
ざ
り
よ
の
花
園
に
喩
る
事　

じ
わ
ん
で
る

へ
た
翻
訳　

お
る
り
な
り
よ
之
免
し
を
蒙
り
ま
に
ら
に
お
い
て
板
に

開
く
も
の
な
り

御
出
世
よ
り
千
六
百
廿
三
年

じ
わ
ん
で
る
へ
い
た
は
い
す
ぱ
に
や
に
生
れ
、
廿
四
年
の
間
日
本

に
神
父
の
勤
を
い
た
し
終
に
琉
球
に
お
い
て
天
主
に
対
し
て
首
を

刎
ら
れ
海
に
沈
め
ら
れ
給
ふ
も
の
な
り
。

此
度
我
天
主
の
御
栄
福
と
御
母
さ
ん
た
ま
り
あ
の
御
誉
れ
の
為
、

又
日
本
切
支
丹
の
あ
に
ま
の
扶
か
り
を
得
さ
せ
ん
が
為
に
今
再
び

梓
に
鏤
め
る
也
。

御
出
世
以
来
千
八
百
六
十
九
年
日
本
明
治
二
巳
四
月
廿
五
日
ま
に

ら
に
お
い
て
是
を
記
す

					





日
本　

司
教　

べ
る
な
る
ど

　

右
の
本
文
は
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
所
蔵
の
原
本
復
刻
版
（『
本

邦
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
関
係
資
料
・
プ
チ
ジ
ァ
ン
版
集
成　

第
Ⅰ
期 

10　

玫
瑰
花
冠
記
録
』
雄
松
堂
書
店2011

年
刊
）
に
よ
る
が
、
冒
頭
の
「
玫

瑰
花
冠
記
録
」
の
「
玫
瑰
花
冠
」
に
ロ
ザ
リ
ヨ
と
振
り
仮
名
が
あ
る
。
プ

チ
ジ
ァ
ン
は
ロ
ザ
リ
ヨ
に
「
玫
瑰
花
冠
」
の
字
を
充
て
た
の
で
あ
る（
注
⑦
）。

ロ
ザ
リ
ヨ
が
「
玫
瑰
花
冠
」
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
巻
第
一
之
第

五
「
御
母
聖
瑪
利
亜
を
ろ
ざ
と
号
し
奉
り
又
十
五
の
玄
義
の
百
五
十
遍
の

お
ら
し
よ
を
ろ
ざ
り
よ
と
い
ふ
謂
れ
の
事
」
に
、

先
、
玫
瑰
と
い
ふ
は
妙
な
る
色
香
を
含
み
て
辺
り
を
薫
ず
る
花
也
。

童
身
聖
瑪
利
亜
を
此
の
花
に
喩
へ
、
ろ
ざ
と
号
し
奉
る
が
故
に
、
其

告
知
ら
せ
給
ふ
お
ら
し
よ
を
、
ろ
ざ
り
よ
と
号
す
る
事
誠
に
相
当
の

名
な
り
と
〈
ろ
ざ
と
云
ハ
西
音
玫
瑰
花
の
事
。
ろ
ざ
り
よ
と
は
玫
瑰

三
〇



花
冠
と
い
ふ
こ
と
な
り
〉
分
別
す
べ
し
。
…

と
あ
り
、
間
違
い
は
な
い
。

　

こ
の
「
ろ
ざ
り
よ
」
は
『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
の
巻
第
一
之
八
に
は
「
玫

瑰
経
〈
ろ
ざ
り
よ
の
お
ら
し
よ
と
い
ふ
に
同
じ
〉」
と
あ
り
、『
聖
教
日

課
』
に
は
「
玫
瑰
珠
十
五
条
〈
日
本
の
き
り
し
た
ん
（
コ
ン
タ
ス
）
と
お

ぼ
へ
し
は
こ
の
ロ
ザ
リ
ヨ
の
こ
と
〉」
と
も
あ
っ
て
、「
玫
瑰
経
」「
玫
瑰

珠
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
プ
チ
ジ
ァ
ン
が
こ
こ
で
は
「
玫
瑰
花
冠
0

0

」

に
充
て
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
第
一
之
五
に
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
る
（ 

？ 

は
判
読
不
能
箇
所
）。

十
五
玄
義
〈
西
音
み
す
て
り
よ
と
い
ふ
〉
の
お
ら
し
よ
の
名
は
数
多

あ
り
。
古
し
へ
は
…
…
又
、
人
に
寄
て
は
こ
ろ
な
共
云
也
。
此
名
は

仏
朗
西
と
い
ふ
国
に
流
行
也
。
こ
ろ
な
は
冠
と
い
ふ
意
な
り
。
さ
れ

ば
十
五
の
玄
義
の
内
御
母
さ
ん
た
ま
り
や
御
上
天 

？
？ 
諸
々
の
天

神
聖
人
の
位
に
超
尚
高
位
に 

？ 

へ
ら
れ
給
ひ
、
栄
福
の
宝
冠
を
戴

き
給
ふ
御
事
を
観
念
致
す
を
以
、
御
主
ぜ
ず
す
き
り
し
と
御
母
聖
ま

り
や
の
御
内
証
に
叶
ひ
奉
る
に
因
て
則
玫
瑰
の
御
冠
を
成
就
し
て
献

じ
奉
る
に 

？ 

る
也
。
故
に
こ
ろ
な
の
お
ら
し
よ
と
申
け
る
な 

り（
注
⑧
）。

　

ロ
ザ
リ
ヨ
に
お
い
て
冥
想
さ
れ
る
聖
母
十
五
の
玄み
す
て
り
よ義と
は
、
巻
第
一
之

第
四
「
童
身
聖
瑪
利
亜
の
尊
き
玫
瑰
花
冠
の
お
ら
し
よ
を
可
申
上
時
観
念

可
致
玄
義
之
事
」
に

御
母
聖
瑪
利
亜
の
玫
瑰
花
冠
と
号
し
て
天
に
在
す
十
五
遍
聖
寵
充
満

百
五
十
遍
を
奉
申
上
時
観
念
可
致
玄
義
は
十
五
あ
り
。
初
五
つ
は
御

歓
び
、
中
の
五
つ
は
御
悲
み
、
終
五
つ
は
は
栄
福
の
玄
義
な
り
。

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が（
注
⑨
）、
マ
リ
ア
が
昇
天
し
て
栄
福
の
冠
を
戴

く
ま
で
の
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、「
玫
瑰
花
冠
」
は
最
後
の
玄
義
に

現
れ
る
「
栄
福
の
冠
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
注
⑩
）。
ま
た
さ

ら
に
、
こ
の
マ
リ
ア
の
ロ
ザ
リ
オ
が
種
々
の
奇
特
を
な
し
た
い
く
つ
も
の

話
が
巻
第
四
の
「
童
身
聖
ま
り
や
ろ
ぎ
り
よ
に
顕
し
給
ふ
奇
特
の
事
」
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
が（
注
⑪
）、
そ
の
奇
跡
や
功
徳
の
象
徴
で
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

7　

聖
母
マ
リ
ア
と
薬
草

　

聖
母
マ
リ
ア
と
薬
草
と
の
関
係
は
深
い
。『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
に
「
玫

瑰
と
い
ふ
は
妙
な
る
色
香
を
含
み
て
辺
り
を
薫
ず
る
花
也
。
童
身
聖
瑪
利

亜
を
此
の
花
に
喩
へ
」
と
あ
っ
た
が
、
聖
母
マ
リ
ア
被
昇
天
の
祝
日
で
あ

る
八
月
十
五
日
は
薬
草
の
浄
め
の
日
で
も
あ
る
。

三
一



昇
天
祭
が
さ
か
ん
な
の
は
収
穫
の
豊
饒
を
祈
願
す
る
意
味
も
多
い
が
、

と
く
に
「
マ
リ
ア
の
三
十
日
」
と
い
っ
て
夏
の
絶
頂
か
ら
大
体
九
月

半
ば
の
秋
に
向
う
間
に
薬
草
は
そ
の
有
効
成
分
が
十
分
に
成
熟
す
る
。

こ
の
季
節
か
ら
早
過
ぎ
て
も
遅
過
ぎ
て
も
よ
く
な
い
こ
と
を
、
経
験

上
、
人
々
は
知
っ
て
い
た
。
マ
リ
ア
が
薬
草
へ
の
恵
み
を
沢
山
与
え

て
く
れ
る
よ
う
に
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）

「
神
の
母
、
聖
マ
リ
ヤ
、
わ
れ
ら
の
母
よ
、
わ
れ
ら
の
も
の
、
わ
れ

ら
の
愛
す
る
も
の
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
薬
草
、
花
々
、
野
菜
を
あ

な
た
の
い
つ
く
し
み
に
よ
り
稔
ら
せ
給
え
！
」
と
祈
る
。

�

（
植
田
重
雄
著
『
聖
母
マ
リ
ア
』
岩
波
新
書pp 125‒6

）

　

蘭
医
方
等
の
薬
草
「
玫
瑰
」
と
マ
リ
ア
の
表
象
で
あ
る
「
玫
瑰
」
と
は

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
「
玫
瑰
」
と
い
う
名
は
一
部
の
バ
ラ
好
き
の
人
に
し
か
知
ら

れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
は
「
玫ろ
ざ
り
よ

瑰
珠
」
と
い
う
名
の
雑 

誌（
注
⑫
） 

も
発
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト
教

で
も
「
玫
瑰
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

幕
末
明
治
の
頃
に
は
バ
ラ
・Rose

と
い
え
ば
「
玫
瑰
」
を
指
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
語
は
馥
郁
た
る
西
洋
文
化
の
香
り
を
放
っ
て
い

た
の
で
あ
る（
注
⑬
）。

注注
①�　

そ
の
こ
と
を
示
す
古
い
例
に
次
の
も
の
が
あ
る
。『
萬
葉
集
』

「
枳
か
ら
た
ちの
棘う
ば
ら原
刈
り
除
け
」（
巻
16
・
三
八
三
二
）・「
道
の
辺
の
宇う

万ま

良ら

の
末
に
這は

ほ
豆
の
」（
巻
20
・
四
三
五
二
）、『
華
厳
経
音
義
私
記
』

「
棘　

宇う

末ま

良ら

」、『
新
撰
字
鏡
』「
蕪　

志
介
志　

又
宇う

波ば

良ら

、
又
佐

須
」「
棘　

宇う

波ば

良ら

」、『
和
名
類
聚
抄
』「
薔
薇
子　

無む

波ば

良ら

乃の

美み

」

「
抜
葜　

佐さ

流る

止と

利り

一
云
於お

保ほ

宇う

波ば

良ら

」、『
類
聚
名
義
抄
』「
荊　

ウ

バ
ラ
」「
茨　

ウ
バ
ラ
」「
莿　

ム
バ
ラ　

ウ
バ
ラ　

ム
グ
ラ
」。
新

し
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
る
安

永
三
年1774

刊
『
生
花
枝
新
抄
』
の
「
活
花
に
用
い
る
草
木
名

寄
」
の
「
い
」
の
項
に
「
棘
」、「
は
」
の
項
に
「
荊
棘
」
が
あ
る
。

注
②�　

貝
原
益
軒
『
花
譜
』
に
「
薔し
や
う
び薇　

か
き
い
ば
ら
の
事
な
り
。
か
づ

ら
の
ご
と
く
、
か
き
に
は
ひ
ひ
ろ
ご
り
て
、
四
五
間
も
の
ぶ
。
其
た

て
る
は
、
潅し
げ

木き

の
ご
と
く
な
り
。
針は
り

多お
ほ

し
」
と
あ
り
、
白
井
光
太
郎

氏
の
『
植
物
渡
来
考
』
に
も
「
支
那
に
て
薔
薇
と
云
ひ
し
植
物
は
保

三
二



昇
の
説
に
蔓
生
し
茎
葉
の
間
刺
多
く
其
花
百
葉
、
八
出
六
出
、
或
赤

く
或
白
く
子
杜
棠
子
の
如
し
と
あ
れ
ば
今
日
の
ノ
イ
バ
ラ
、
ボ
サ
ツ

イ
バ
ラ
類
と
思
は
る
」
と
あ
る
（「
保
昇
の
説
」
と
は
『
本
草
綱

目
』
の
「
営
実
牆
蘼
」
の
項
の
集
解
に
引
か
れ
て
い
る
蜀
の
韓
保
昇

の
説
の
こ
と
で
あ
る
）。

注
③�　

英
語
のrose
の
語
源
に
つ
い
て
は
新
村
出
（「
薔
薇
露
」）
に
次

の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

ラ
テ
ン
語
の
ロ
ー
ザ
か
ら
来
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の

ロ
ー
ザ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ロ
デ
ア
ま
た
ロ
デ
ー
か
ら
出
た
の
で
あ

る
。
こ
の
ロ
デ
ア
の
語
形
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
普
通
の
語
形
で
は

ロ
ド
ン
と
い
い
、
既
に
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
あ
る
詩
に
も
出
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
で
は
バ
ラ
色
の
指
、
ロ
ド
ダ
ク
チ
ュ
ロ
ス
な
ど
と
い
う

形
容
も
あ
っ
て
曙
の
女
神
す
な
わ
ち
ア
ウ
ロ
ー
ラ
の
形
容
に
使
っ

た
。
ま
た
ガ
ニ
メ
ー
デ
ー
ス
の
指
を
も
バ
ラ
ユ
ビ
と
よ
ん
だ
。

注
④�　

白
井
光
太
郎
「
日
本
園
芸
史
」
に
「
本
邦
固
有
の
薔
薇
に
至
つ
て

は
纔
に
野
生
の
数
種
あ
る
に
過
ぎ
ず
」
と
い
う
朝
倉
豊
義
著
『
長
春

園
薔
薇
類
集
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

注
⑤�　

漢
籍
で
は
「
玫
瑰
」
は
赤
色
の
美
石
の
名
と
し
て
現
れ
始
め
る
。

周
の
『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
上
に
「
綴
以
二
珠
玉
一
飾
二
玫
瑰
一
輯
二
羽

翠
一
」
と
あ
り
、
漢
の
『
急
就
篇
』
三
に
「
璧
碧
珠
璣
玫
瑰
甕
」

［
注
］
玫
瑰
、
美
玉
名
也
」、
ま
た
『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
「
其
石

則
赤
玉
玫
瑰
」［
注
］「
集
解
曰
、
玫
瑰
、
石
珠
也
」、
後
漢
の
『
漢

書
』
司
馬
相
如
伝
注
に
「
張
揖
曰
、
玫
瑰
、
火
齊
珠
也
」
な
ど
（
以

上
、
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
植
物
名
の

「
玫
瑰
」
は
、
例
外
的
に
晩
唐
の
『
酉
陽
雑
俎
』（
段
成
式
著
）
続

集
・
支
植
上
に
「
洛
陽
の
花
木
を
販
売
す
る
者
の
話
に
よ
る
と
、
嵩

山
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
、
碧
花
玫
瑰
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
亡
く

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
例
が
あ
る
が
、
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
明
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。
王
世
懋
『
学
圃
雑
疏
』

（
萬
暦
十
五
年1587

成
）、
張
謙
徳
『
瓶
花
譜
』（
萬
暦
二
十
三
年

1595

成
）、
王
圻
『
三
才
図
会
』（
萬
暦
三
十
五
年1607

成
）、
袁

宏
道
（1568

－1610

）『
瓶
史
』（
成
立
年
未
詳
）
に
現
れ
、
こ
の
頃

の
偽
託
書
と
言
わ
れ
る
李
時
珍
の
『
食
物
本
草
』
に
も
現
れ
る
（
岡

西
為
人
著
『
本
草
概
説
』
昭
和
五
十
二
年
創
元
社
刊p 394

。『
本

草
綱
目
』
に
は
見
え
な
い
）。
ま
た
、
こ
の
明
代
後
期
に
は
、
呉
中

で
は
こ
の
花
を
栽
培
し
、
利
益
を
得
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う

（
以
上
、
佐
藤
武
俊
編
訳
『
中
国
の
花
譜
』
平
凡
に
よ
る
）。
清
代
の

『
群
芳
譜
』
ま
た
『
秘
伝
花
鏡
』
に
見
え
る
「
玫
瑰
」
の
記
事
は
本

三
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文
中
に
引
用
し
た
。

注
⑥�　

C. M
.

ス
キ
ナ
ー
著
『
花
の
神
話
と
伝
説
』（
垂
水
雄
二
・
福
屋

正
修
訳
、1999.6

八
坂
書
房
）
に
、

実
際
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
バ
ラ
崇
拝
は
き
わ
め
て
強
力
な
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
中
世
に
は
、
と
く
に
バ
ラ
の
名
を
記
す
祭
日
が

あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
頃
に
は
、
ウ
ェ
ス
タ
が
輝
か
し
い

ギ
リ
シ
ャ
の
神
々
の
あ
と
に
し
た
が
っ
て
し
ぶ
し
ぶ
こ
の
世
を

去
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
バ
ラ
は
聖
母
マ
リ
ア
の
花
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。（p 267

）

と
あ
る
。
ま
た
、
植
田
重
雄
著
『
聖
母
マ
リ
ア
』
岩
波
新
書

（p 191

）
に
、

伝
説
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
ま
だ
罪
を
犯
さ
な
い
と
き
に
は
、
薔
薇

は
ま
だ
棘
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
ア
ダ
ム
、
エ
バ
ァ
が
罪

を
犯
し
、
楽
園
を
追
い
出
さ
れ
た
と
き
、
棘
が
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
マ
リ
ア
が
楽
園
を
回
復
さ
せ
た
と
き
、
再
び
棘
が
な
く
な
っ

た
と
も
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
マ
リ
ア
を
「
棘
な
き
薔
薇
」
と
も
讃
え

る
。

と
見
え
る
。

注
⑦�　

慶
長
五
年1600

長
崎
の
後
藤
登
明
印
刷
所
刊
行
の
『
ド
チ
リ

ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
に
も
、

尊
と
き
び
る
ぜ
ん
ま
り
や

0

0

0

0

0

0

0

の
ろ
ざ
り
よ

0

0

0

0

申
し
て
百
五
十
返
の
お
ら
0

0

し
よ
0

0

の
事

と
見
え
、「
玫
瑰
」
な
ど
の
語
に
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
。

注
⑧�　

続
け
て
『
玫
瑰
花
冠
記
録
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
証
拠
に
は
或
人
の
申
上
し
が
ら
さ
充
満
と
天
に
在
す
の
お
ら
し

よ
を
御
母
さ
ん
た
ま
り
や
花
の
形
に
受
給
ゐ
て
御
子
耶
蘇
に
捧
げ

給
へ
ば
御
子
は
則
夫
を
以
、
妙
成
御
冠
を
造
り
給
ひ
御
母
に
戴
か

せ 

？ 

ら
せ
ら
れ
た
る
御
奇
特
あ
り
。

注
⑨�　

十
五
玄
義
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

					





御
歓
五
箇
条
之
言
義
之
事

第
一　

�

童
身
聖
瑪
利
亜
は
さ
ん
が
ぶ
り
ゑ
る
大
天
神
を
以
、
御
告

を
蒙
り
給
ひ
、
於
御
胎
内
天
主
子
人
界
を
請
給
事

第
二　

�

尊
き
童
身
聖
瑪
利
亜
ハ
御
親
類
な
る
さ
ん
た
い
ざ
べ
り
な

の
御
宿
所
に
為
御
見
舞
赴
き
給
ふ
事
。

第
三　

�

尊
き
童
身
聖
瑪
利
亜
は
御
子
耶
蘇
基
利
斯
督
を
御
誕
生
し

給
ふ
事
。

第
四　

�

御
子
耶
蘇
の
誕
生
よ
り
四
十
日
目
に
御
母
聖
ま
り
や
は
御

堂
に
詣
り
天
主
父
え
捧
げ
給
ふ
事
。 三

四



第
五　

�

御
母
聖
ま
り
や
御
子
御
子
十
二
歳
の
御
時
見
失
給
ふ
を
ぜ

た
ざ
れ
ん
の
於
御
堂
、
学
匠
等
の
為
に
御
講
釈
し
て
居
給

ふ
を
三
日
目
に
見
付
け
ら
れ
給
ふ
事
。

					





御
悲
み
五
箇
条
之
言
義
之
事

此
中
の
五
ケ
條
を
御
悲
み
の
玄
義
と
申
は
御
主
ぜ
ず
す
き

り
し
と
請
忍
ら
へ
給
ふ
御
ば
つ
し
よ
の
御
苦
患
を
御
母
さ

ん
た
ま
り
や
ハ
御
ふ
に
ま
に
て
凌
ぎ
給
に
依
て
な
り

第
一　

�

御
主
耶
蘇
基
利
斯
督
ぜ
つ
ま
に
や
の
森
の
中
に
て
御
お
ら

し
よ
を
成
し
給
ひ
、
御
血
の
汗
を
流
し
給
ふ
事

第
二　

�

石
の
柱
に
搦
め
付
ら
れ
給
ひ
、
数
々
の
打
擲
を
受
け
給
ふ

事

第
三　

�

御
頭
に
荊
の
冠
を
押
込
れ
給
ふ
事

第
四　

�

掛
り
給
ふ
べ
き
十
字
架
を
担
げ
給
ひ
、
か
ら
わ
り
う
の
山

え
赴
き
給
ふ
事

第
五　

�

十
字
架
に
掛
り
死
し
給
ふ
事

					





栄
福
五
箇
条
之
言
義
之
事

此
末
の
五
ケ
條
を
栄
福
の
玄
義
と
申
は
御
主
御
蘇
生
の
後

ハ
御
色
身
に
も
栄
福
を
受
給
同
く
御
母
さ
ん
た
ま
り
あ
御

上
天
を
遂
給
ふ
御
事
を
観
し
け
る
に
依
て
な
り

第
一　

�

御
主
耶
蘇
基
利
斯
督
死
し
給
ゐ
て
よ
り
三
日
目
に
復
活
給

ふ
事

第
二　

�

御
主
耶
蘇
基
利
斯
督
蘇
生
り
給
ひ
て
よ
り
四
十
日
目
に
御

上
天
し
給
ふ
事

第
三　

�

御
主
耶
蘇
基
利
斯
督
御
上
天
の
後
十
日
目
に
聖
神
は
御
母

聖
瑪
利
亜
并
御
弟
子
達
の
上
に
天
降
ら
せ
給
ふ
事

第
四　

�

御
母
聖
瑪
利
亜
御
霊
魂
御
色
身
共
に
御
上
天
を
遂
給
ふ
事

第
五　

�

童
身
聖
瑪
利
亜
於
天
栄
福
の
冠
を
戴
き
給
ふ
事

以
上
十
五
の
玄
義
観
べ
き
條
々
な
り

注
⑩�　

そ
の
中
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
細
部
は
異
な
る
が
他

の
書
に
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
マ
リ
ア
と
バ
ラ
と
の
関
係
を

示
す
話
と
し
て
有
名
で
あ
る
の
で
、
特
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。…

其
後
、
或
神
父
と
共
に
他
行
あ
る
に
、
茂
り
た
る
山
を
越
へ
ら

る
る
を
、
山
賊
数
多
待
請
て
居
り
、
幸
ひ
い
ざ
彼
神
父
を
打
剥
取

す
べ
し
と
思
ふ
処
に
、
神
父
は
其
日
未
だ
玫
瑰
の
お
ら
し
ょ
を
勤

め
ざ
る
事
を
思
ひ
出
さ
れ
、
山
よ
り
卸
て
、
信
心
を
催
し
、
お
ら

し
よ
を
申
さ
る
也
。
其
時
、
山
賊
共
は
神
父
居
ら
る
る
辺
り
を
つ

く
〴
〵
と
見
れ
ば
、
容
顔
美
麗
成
女
人
在
し
て
、
神
父
が
ら
さ
ち

三
五



み
ち
の
お
ら
し
ょ
を
一
遍
申
上
ら
る
れ
ば
、
其
口
よ
り
白
き
花
一

口
宛
受
取
、
天
に
在
す
の
お
ら
し
よ
の
時
に
は
紅
ひ
の
花
を
受
取

給
ひ
て
、
赤
白
の
色
の
花
に
て
見
事
成
冠
り
を
造
り
、
夫
を
冠
り

給
い
て
見
へ
給
は
ざ
る
也
。
山
賊
共
是
を
見
て
然
而
悪
念
を
飜
し
、

神
父
に
近
付
き
巧
み
た
る
科
の
御
赦
し
を
乞
ひ
申
す
。
御
奇
特
の

有
様
を
語
る
な
り
。
唯
今
御
身
の
前
に
居
給
ふ
女
人
は
い
か
成
御

方
ぞ
、
又
何
た
る
お
ら
し
よ
を
申
給
ひ
け
る
や
と
尋
ね
申
も
の
な

り
。
神
の
御
返
答
に
我
前
に
誰
か
有
つ
る
事
を
更
に
覚
へ
ず
。
我

が
勤
め
た
る
お
ら
し
よ
は
玫
瑰
の
お
ら
し
よ
也
と
仰
せ
け
れ
ば
、

山
賊
其
時
彼
女
体
は
疑
ひ
な
く
童
貞
さ
ん
た
ま
り
や
に
て
在
す
な

り
と
弁
へ
、
其
時
迄
の
悪
行
を
飜
し
聖
き
ろ
ざ
り
よ
の
お
ら
し
よ

を
信
仰
し
て
善
に
立
上
り
臨
終
正
念
に
し
て
死
ぬ
し
れ
る
な
り
。

注
⑪�　

聖
母
十
五
玄
義
図
の
第
十
五
図
に
は
聖
母
が
昇
天
し
花
冠
を
戴
く

場
面
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
花
冠
が
天
使
に
よ
っ
て
聖
母
の
頭
に
載

せ
ら
れ
る
絵
も
あ
る
と
い
う
（
植
田
重
雄
著
『
聖
母
マ
リ
ア
』
岩
波

新
書p 191

）。『
日
本
植
物
方
言
集
成
』
に
よ
る
と
、
大
分
県
で
は

バ
ラ
を
テ
ン
シ
ボ
タ
ン
と
呼
ぶ
。
大
分
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
友

義
鎮
（
宗
麟
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
地
で
あ
り
、
あ
る
い
は
天
使
ボ
タ

ン
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

注
⑫�　

た
だ
し
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
の
は
大
正
九
年
に
出
さ
れ
た
三
十

一
号
（
久
能
木
慎
治
編
）
の
み
で
あ
る
。

注
⑬�　

現
在
の
中
国
で
は
バ
ラ
科
バ
ラ
属
の
三
大
種
は
「
玫
瑰
」Rosa 

rugosa

、「
薔
薇
」Rosa m

ultiflora

、「
月
季
」Rosachinensis

で
あ
る
が
、
単
に
バ
ラ
を
指
す
と
き
は
「
玫
瑰
」
を
用
い
る
よ
う
で

あ
る
。

三
六

「玫瑰」Rosa rugosa
（シーボルト『日本植物誌』より）


